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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボトル（１～１″″）の形態をしたパッケージであって、前記パッケージの充填容積部
（３）内に配置可能な包装のための商品に作用する減衰及び／又は緩衝手段（５）を有し
、前記減衰及び／又は緩衝手段が前記商品と前記ボトルの壁との間に配置されているパッ
ケージにおいて、
　前記減衰及び／又は緩衝手段（５）は、前記充填容積部（３）に商品を充填していると
きに実質的に自動的に位置合わせされると共に／或いは広げられ又は圧縮され、商品を取
り出しているときに少なくとも或る特定の分量が取り出されるまで収縮し又は拡張すると
共に／或いは広がるよう構成されており、
　前記減衰及び／又は緩衝手段（５）は、特にその凸部の中心（１５）が前記ボトルの前
記ベース（４）に当たる傘形ばね要素（１３）として構成されている、
　ことを特徴とするパッケージ。
【請求項２】
　前記減衰及び／又は緩衝手段（５）は、商品を収容した前記充填容積部（３）内に、特
に前記ボトルのベース（４）上に配置される、
　請求項１記載のパッケージ。
【請求項３】
　前記ボトルベース（４）又は前記減衰及び／又は緩衝手段（５）は、乾燥剤（２０）が
充填された領域（１９）を有する、



(2) JP 5538388 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

　請求項１又は２記載のパッケージ。
【請求項４】
　前記乾燥剤（２０）を充填した前記領域（１９）は、前記商品を充填すべき前記ボトル
（１，１′，１″）の前記充填容積部（３）に向いた前記減衰及び／又は緩衝手段（５）
の表面（９）と前記ボトルの前記ベース（４）との間に配置されている、
　請求項３記載のパッケージ。
【請求項５】
　前記減衰及び／又は緩衝手段（５）は、前記ボトルの前記ベース（４）の上方の充填断
面を覆った可撓的に圧縮可能な又は可撓的に延びるインサート要素として構成されている
、
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項６】
　前記傘型ばね要素（１３）は、中心の点から広がるばねアーム（１４）を有する、
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項７】
　前記パッケージは、追加の減衰及び／又は緩衝手段として、前記ボトル（１′″，１″
″）内に収納された柔軟性及び／又は弾性内側フィルムバッグ（２１）を有し、中空中間
空間（２２）が前記ボトル（１′″，１″″）の内壁面と前記内側フィルムバッグ（２１
）の外面との間に少なくとも部分的に形成され、前記減衰及び／又は緩衝手段が前記中間
空間（２２）内に配置されている、
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項８】
　前記ボトル（１～１″″）にはプレーン若しくはコーテッド錠剤又は充填カプセルの形
態をした有効物質薬剤が充填されている、
　請求項１ないし７のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項９】
　前記ボトル（１～１″″）は、プラスティック製ボトルである、
　請求項１ないし８のいずれか１項に記載のパッケージ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ボトル形態のパッケージであって、パッケージの充填容積部内に配置可能な
包装のための商品に作用する減衰及び／又は緩衝手段を有し、減衰及び／又は緩衝手段が
商品とボトルの壁との間に配置されているようなパッケージに関する。
【背景技術】
【０００２】
　製薬業界では、有効物質薬剤がとりわけガラス又はプラスティック製のボトル内に包装
されたコーテッド錠剤又は充填カプセルとして錠剤の形態で市販されている。錠剤、コー
テッド錠剤又は充填カプセルは、バラバラの形態でそれぞれのボトル内に詰め込まれてい
る。こうしたものの欠点は、パッケージが輸送されている間又はパッケージが落下して硬
い表面に当たった場合に起こることのある振動、打撃又は衝撃により錠剤が壊れ又はカプ
セルが変形することにある。これらの結果は、一方においては、衝撃、振動又は打撃がボ
トルの壁からボトル内のプレーン若しくはコーテッド錠剤又はカプセルに直接伝わる結果
である場合があり、或いは、他方において、プレーン若しくはコーテッド錠剤又はカプセ
ルが互いに当たった結果である場合がある。
【０００３】
　錠剤破損又はカプセル変形を回避するため、実際には、ボトルに包装状態の商品（以下
、「包装品」ともいう）をいったん充填すると、更に、空気入りバッグ、クッション又は
綿毛が包装品の頂部上でボトル内に配置される。その目的は、外部衝撃を抑えると共に緩
衝し、プレーン若しくはコーテッド錠剤又はカプセルを保護することにある。また、ばね
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要素が設けられたクロージャを用いることが知られており、ばね要素は、クロージャを閉
鎖すると、プレーン若しくはコーテッド錠剤又はカプセルの形態をしたそれぞれの包装品
に圧接し、包装用ボトル内におけるこれらの位置が安定化される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　これらの手だては、パッケージの内容物を安定させるという観点では依然として完全に
満足のいくものではない。というのは、一般に、個々のプレーン若しくはコーテッド錠剤
又はカプセルが互いに対して動くことが依然としてあり得るからである。さらに、破損し
た錠剤又は形の歪んだカプセルの形態のパッケージの内容物に対する損傷が依然として見
受けられる場合があるので外部から作用する衝撃の減衰又は緩衝の向上の余地がある。
【０００５】
　本発明の目的は、プレーン若しくはコーテッド錠剤又はカプセルの形態の包装状態の医
薬品のための上述した形式のパッケージであって、輸送中における包装品の向上した保護
を保証すると共に錠剤の破損又はカプセルの変形が起こるのを阻止するパッケージを提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、本発明によれば、減衰及び／又は緩衝手段が、充填容積部への包装品の充
填度に従って少なくとも実質的に自動的に位置合わせを行うと共に／或いは広がり又は縮
み、少なくとも或る特定の分量が取り出されるまで充填容積部への包装品の充填度に従っ
て収縮し又は拡張すると共に／或いは広がるようになっているという特徴によって達成さ
れる。
【０００７】
　減衰及び／又は緩衝手段は、この場合、有利には、包装品を収容した容積部内に、特に
ボトルのベース上に配置される。本発明の別の特徴及び別の実施形態は、他の従属形式の
請求項から明らかになる。
【０００８】
　本発明は、ボトルの形態をしたパッケージであって、ボトルが特にボトルのベース上に
配置され、ボトルの容積部又は充填空間が充填されると、充填材料の作用及び結果として
の力、特に重力の付与によって自動的に位置合わせされる軟質可撓性の減衰及び／又は緩
衝手段を備えたパッケージを提供する。この種の減衰及び／又は緩衝手段は、例えば、中
心の点から広がるばねアームを有する傘形ばね要素であるのが良く、このばね要素は、そ
の凸部の頂点又は中心がボトルのベース上に位置した状態で置かれ又は変形例として１８
０°回転させた位置では、その広げられたばね要素がボトルのベース上に位置した状態で
置かれる。プレーン若しくはコーテッド錠剤又はカプセルの形態をした包装品が容器内に
配置されると、まず最初に、商品は、僅かに凸に開いた形態で（又は、１８０°回転させ
た位置では閉じられた形態で）包装品に提供されるこのばね要素の中心内に侵入し、次に
、充填容積部が増大すると、広げられて開かれたアームを押し離す。このように、ばね要
素に衝突する包装品は、減衰及び／又は緩衝手段緩衝手段を位置合わせし、これらを広げ
る。しかしながら、減衰及び／又は緩衝手段は、包装品が接触するとボトルのベースの断
面充填領域を広げ、それにより自動的に位置合わせされて広げられる詰物又は空気入り柔
軟性クッションであっても良い。さらに、減衰及び／又は緩衝材料は、弾性的に圧縮可能
な材料で作られ又はコンサティーナ（concertina）状ばね要素若しくは詰物入りクッショ
ンの形態をしたインサートとして構成されても良い。さらに、減衰及び／又は緩衝手段は
、ばね押しベースインサートであっても良く、そのばね要素領域は、ボトルの充填を行う
と圧縮され、次に包装品を取り出すと再び拡張する。
【０００９】
　減衰及び／又は緩衝手段の位置合わせの他に、これらに当たる包装品の重量も又、それ
ぞれの減衰及び／又は緩衝手段をこれらの非装填初期状態と比較して圧縮し、或いは、広
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げることができるばねアームを備えたばね要素の場合にはこれら減衰及び／又は緩衝手段
を広げるという作用硬化を有する。次に、包装品をパッケージから取り出すと、それぞれ
の減衰及び／又は緩衝手段に作用する重量が減少し、それぞれの減衰及び／又は緩衝手段
は、広がって開き若しくは再び拡張することができ、或いは、開くことができるばねアー
ムを備えたばね要素の場合、再び収縮することができる。減衰及び／又は緩衝手段は、少
なくとも或る特定の分量が取り出されるまで、包装品の取り出しの程度に従って拡張する
と共に／或いは広がるよう設計されている。
【００１０】
　減衰及び／又は緩衝手段は、外部からボトルに作用する衝撃又は振動が限定された程度
まで包装品に伝わるに過ぎず、減衰及び／又は緩衝手段によって衝撃緩和され、即ち、緩
衝されると共に減衰されるようにする。これにより、輸送中における保護の強化が保証さ
れると共に破損した錠剤又は形の歪んだカプセルの発生が減少する。
【００１１】
　パッケージの新規な形態は又、必要とされる場合のある乾燥剤、例えば包装品を水分の
影響から保護するシリカゲルが特に包装品に接触しないで巧妙にも包装材中に導入されて
この中に貯蔵できるという顕著な利点をもたらす。したがって、好ましくは、ボトルのベ
ース又は減衰及び／又は緩衝手段は、乾燥剤入りの領域を有する。
【００１２】
　好都合には、乾燥剤入りの領域は、商品を充填すべきボトルの充填容積部に向いた減衰
及び／又は緩衝手段の表面とボトルのベースとの間に配置される。このため、乾燥剤を一
種の可撓性ベースインサート及びボトルの充填底面を形成するそれぞれの減衰及び／又は
緩衝手段の頂面及びボトルの内側のボトルベースの表面の下に配置可能である。この場合
、乾燥剤は、包装品には直接接触しない。これは、誘導シールを備えた包装用ボトルにと
って特に有利である。
【００１３】
　減衰及び／又は緩衝手段がこれに作用する包装品の重量に応じて可変的に圧縮可能であ
ったり再拡張可能であったりする充填底面を備えたベースインサートの機能を実行するた
めには、別の特徴によれば、減衰及び／又は緩衝手段は、ボトルのベースの上方の充填断
面を覆った可撓的に圧縮可能な又は可撓的に延びるインサート要素として構成されている
。このインサート要素は、ばね押しベースインサートであるの良い。したがって、一実施
形態では、減衰及び／又は緩衝手段は、ばね押しベースインサートとして構成される。し
かしながら、インサート要素は、傘形ばね要素の形態をしていても良い。したがって、変
形例では、減衰及び／又は緩衝手段は、特にその凸部の中心がボトルのベースに当たる傘
形ばね要素として構成される。別の変形例によれば、減衰及び／又は緩衝手段は、コンサ
ティーナ状ばね要素又は詰物入りクッションの形態をしていても良い。
【００１４】
　こうした関係において唯一の重要な要因は、減衰及び／又は緩衝手段の種々の実施形態
が弾性的に圧縮可能であり又は包装品の衝撃を受けると少なくとも部分的に伸長し又は延
伸するよう構成されており、また、減衰及び／又は緩衝手段が包装品を取り出してときに
少なくとも或る特定の分量が取り出されるまで取り出された量に従って再び拡張して広が
るか再び収縮するかのいずれかを行い、減衰及び／又は緩衝手段がボトル内で最初に包装
品の衝撃を受けると特にベースのところの充填断面を全体的に又は少なくとも大部分を覆
うよう自動的に位置合わせされる。
【００１５】
　しかしながら、減衰及び／又は緩衝手段は、ボトル内に収納された柔軟性及び／又は弾
性内側フィルムバッグであり、中空中間空間がボトルの内壁面と内側フィルムバッグの外
面との間に少なくとも部分的に形成される。内側フィルムバッグは、少なくとも部分的に
自動的に弾性的に収縮すると共に／或いは中間空間が存在する場合、中間空間内に設けら
れた追加の減衰及び／又は緩衝手段の作用によって少なくとも部分的に圧縮されると共に
／或いは押しつぶされるよう設計されているのが良い。内側フィルムバッグは、この中に
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入れられている包装品にまとわりついてこれらを互いに押し付ける。これは、ボトル内で
の包装品の特定の不動化及び錠剤破損及びカプセル変形からの一層の保護を達成する。
【００１６】
　本発明の一実施形態は、この種の内側フィルムバッグが用いられる場合、このようにし
て形成された中空中間空間は、上述した種類の軟質可撓性の減衰及び／又は緩衝手段を備
えていることを想定している場合がある。したがって、追加の減衰及び／又は緩衝手段は
、請求項１～８のうちいずれか一に記載に従って中間空間内に配置される。
【００１７】
　最も有利には、本発明のパッケージは、プレーン若しくはコーテッド錠剤又はカプセル
の形態の活性物質薬剤の包装及び輸送のためのものである。というのは、これらは、特に
、破損し易く、薬剤カプセルは、比較的容易に変形するからである。ボトルには、好まし
くは、プレーン若しくはコーテッド錠剤又はカプセルの形態の有効物質薬剤が充填される
。
【００１８】
　最後に、ボトルは、好都合にはプラスティックで作られる。この種のボトルは、特に吹
き込み成形によって安価に製造でき、かかる吹き込み成形としては、材料の多数の層の同
時押し出しによる方法が挙げられる。プラスティック製ボトル、内側フィルムバッグ及び
／又は減衰及び／又は緩衝手段は、ポリウレタンエラストマー、細胞状ポリウレタンエラ
ストマー、熱可塑性材料、特に高密度ポリプロピレン若しくはポリエチレン又はフィルム
ラミネートで作られることが特に有利である。プラスティック製ボトル又はフィルムバッ
グの場合、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、シクロ‐オレフィン‐コポリマー（ＣＯＣ）、ポ
リクロロトリフロロエチレン（ＰＣＦＥ）、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（Ｐ
Ｐ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリエステ
ル（ＵＰ）、ポリアクリレート、ポリアミド（ＰＡ）で作られたプラスティックフィルム
又は例えば特にハニウェル・インターナショナル・インコーポレイテッド（Honeywell In
ternational, Inc. ）によって商標として登録されている商標名Ａｃｌａｒ（登録商標）
で知られているポリクロロトリフロロエチレン（ＰＣＴＦＥ）とポリ塩化ビニル（ＰＶＣ
）の組み合わせ又はポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）とポリビニリデンクロリド（ＰＶｄＣ）の
組み合わせ又は変形例として、これら材料のラミネートフィルム又はアルミニウムフィル
ム若しくは複合アルミニウムフィルムの形態のラミネートフィルムを用いることが可能で
ある。
【００１９】
　上述の特徴及び以下に詳細に説明しようとする特徴は、指定された特定の組み合わせだ
けでなく他の組み合わせでも利用できることは理解されよう。本発明の範囲は、特許請求
の範囲の記載にのみ基づいて定められる。
【００２０】
　以下、関連の図面を参照して本発明を実施形態により例示として説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１の実施形態としてのパッケージの概略縦断面図である。
【図２】本発明の第２の実施形態としてのパッケージの概略縦断面図である。
【図３】本発明の第３の実施形態としてのパッケージの概略縦断面図である。
【図４】本発明の第４の実施形態としてのパッケージの概略縦断面図である。
【図５】本発明の第５の実施形態としてのパッケージの概略縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１～図５に示されているパッケージ１，１′，１″，１′″，１″″は、減衰又は緩
衝手段の構成に関する点だけが互いに異なっている。その結果、全ての実施形態における
同一の要素又は物体には同一の参照符号が与えられている。
【００２３】



(6) JP 5538388 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

　図１は、ボトル１の形態をしたパッケージを示しており、このボトルは、口２は別とし
て、密封されており、このボトルは、その内部に充填容積部３又は充填空間を有している
。図２～図５のボトル１′～１″″も又同じように構成されている。
【００２４】
　減衰及び／又は緩衝手段５がボトル１～１″″のそれぞれのベース４上に配置されてい
る。それぞれの減衰及び／又は緩衝手段５は、充填容積部３内に設けられ、これらは、ボ
トル１～１″″にこれらの表面上に包装品を充填したときにこれらの上面９に対する包装
品の衝撃を受ける。図４及び図５に記載されたボトル１′″，１″″の場合、包装品２４
は、それぞれのフィルムバッグ２１の内側に作用する。
【００２５】
　充填状態のボトル１，１′，１″の場合、それぞれの減衰及び／又は緩衝手段５は、そ
れぞれのボトル１，１′，１″中の包装品に作用し、かかる減衰及び／又は緩衝手段は、
ボトルの壁、この場合ボトルのベース４と隣接の壁領域及び包装品（図示せず）との間に
配置される。それぞれの減衰及び／又は緩衝手段５は、可撓性であって弾性であり且つ圧
縮可能なばね要素領域６，７，８を有し、かかるばね要素領域の上面９は、それぞれのボ
トル１，１′，１″内に充填底面を形成する。減衰及び／又は緩衝手段５の各々は、ボト
ルのベース４の上方の充填容積部３の充填断面を覆う可撓的に圧縮可能なインサート要素
として構成されている。充填断面という用語は、包装品で満たされるそれぞれのボトル１
，１′，１″内における断面積を意味している。それぞれのインサート要素は、例えば口
中に斜めに挿入され、次にボトルのベース４上に落下し、ここに載るようになる。ボトル
を穏やかに揺さぶることにより、それぞれのベースインサート１０，１８，２７又はそれ
ぞれの減衰及び／又は緩衝手段５が大まかに位置合わせされる。次に、正確な位置合わせ
は、それぞれのボトル１，１′，１″内に配置されている包装品がベースインサートを図
１～図３に示されている使用位置に押してこれをそれに従って位置合わせした結果として
後で起こる。
【００２６】
　図１の実施形態では、減衰及び／又は緩衝手段５は、ばね押しベースインサート１０の
形態の可撓的に圧縮可能なインサート要素として構成されている。ベースインサート１０
は、その上面９上に充填ベース表面１１を有し、この充填ベース表面は、ボトルのベース
４に当たっている圧縮ばね１２によって支持されている。
【００２７】
　図２に示されている減衰及び／又は緩衝手段５は、傘形ばね要素１３の形態をしたベー
スインサート１７を備えている可撓的に圧縮可能なインサート要素として構成されており
、このばね要素は、中央の箇所１５から広がっているそのばねアーム１４の広がり側がボ
トルのベース４に当たっている。しかしながら、傘形ばね要素１３をボトルベース４上に
配置してこのばね要素の中央の箇所１５がボトルベース４に載るようにすることも可能で
ある。充填容積部４と関連した上面９は、すると、ボトル１′のベースインサート２７の
充填ベース表面２６を形成する。
【００２８】
　図３に示されている実施形態では、図示の減衰及び／又は緩衝手段５は、コンサティー
ナ状ばね要素１６又はクッション入りパッドの形態をした柔軟性の圧縮可能なインサート
要素として構成されている。コンサティーナ状ばね要素１６は、圧縮可能な側壁領域１７
と、この上に設けられ、その上面９上に充填ベース表面２８を構成するベースインサート
１８とから成っている。さらに、コンサティーナ状ばね要素１６内には、乾燥剤２０が充
填された領域１９も又設けられている。乾燥剤２０入りの領域１９は、包装品が充填され
るべきボトル１″の充填容積部３に向いた減衰及び／又は緩衝手段５の上面９とボトルの
ベース４との間に配置される。
【００２９】
　図１～図３に示された減衰及び／又は緩衝手段５の各々は、その弾力があって可撓性で
あり且つ圧縮可能な設計により、ばね要素領域６，７，８を備え、従って、一方において
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９がボトルのベース４上に自動的に位置合わせされてボトルのベース４上にベースインサ
ート１０，１８，２７又は充填ベース表面１１，２６，２８を形成するその領域が充填容
積部３の充填断面を覆うようになる。さらに、それぞれの減衰及び／又は緩衝手段５は、
これらの可撓性であって圧縮性であり且つ弾力のある設計によって、これらが包装品の荷
重を受けて圧縮されるが、次に包装品を充填容積部３から取り出すと、再び再拡張して広
がり又は開くように構成されている。減衰及び／又は緩衝手段５は、この特性を保持し、
少なくとも或る特定の分量の包装品が取り出されるまでは機能する。
【００３０】
　図１～図５に示されているボトル１～１″″について想定される包装品は、この包装に
より輸送中に良好に保護されるプレーン若しくはコーテッド錠剤又はカプセルの形態をし
た有効物質薬剤である。
【００３１】
　ボトル１～１″″及び減衰及び／又は緩衝手段５は、有効物質薬剤の包装に適し且つ認
可された任意のありふれた従来プラスティックで製作可能である。それぞれのボトル１～
１″″は、好ましくは、プラスティックの吹き込み成形法、特に押し出し法によって作ら
れ、減衰及び／又は緩衝手段５は、射出成形によって作られるのが良い。
【００３２】
　図４及び図５は、ボトル１′″，１″″の形態をしたパッケージを示しており、これら
ボトルは、その内側に設けられ、減衰及び／又は緩衝手段５を形成する内側フィルムバッ
グ２１を有している。内側フィルムバッグ２１は、中空中間空間２２内に設けられた追加
の減衰及び／又は緩衝手段２３の力の影響により自動的に少なくとも部分的に弾性的に収
縮可能であると共に／或いは少なくとも部分的に圧縮可能であると共に／或いは押し潰し
可能であるよう設計されている。内側フィルムバッグ２１は、この中に入れられている包
装品２４をこれらにまとわりつくように包み込み、これらを互いに押し付ける。問題のボ
トル１′″，１″″の口２の内側に溶接又は接着又は密封によって内側フィルムバッグ２
１が固定されている。充填のため、ボトルの壁に形成された開口部２５を通って減圧状態
をそれぞれのボトル１′″，１″″の内部に及ぼし、それにより内側フィルムバッグ２１
をボトルの内壁に被着させる。次に、内側フィルムバッグ２１の内部に包装品２４を充填
し、減圧状態を除く。すると、内側フィルムバッグ２１は、これが弾性的に拡張可能であ
るように作られているので、自動的に収縮する。さらに、これは、その後、包装品を取り
出しているときに少なくとも或る特定の分量が取り出されるまで一段と収縮する。内側フ
ィルムバッグ２１は又、充填容積部３に包装品２４を充填しているときに実質的に自動的
にそれ自体位置合わせを行うと共に／或いは少なくとも或る特定の分量が取り出されるま
で包装品の取り出し具合に対応した程度まで拡張すると共に／或いは広がるよう設計され
た減衰及び／又は緩衝手段として理解されるべきである。フィルムバッグ２１の壁及び特
に中間空間２２が追加の減衰及び／又は緩衝手段２３を備えている場合にはかかる中間空
間２２は、外部からのそれぞれのボトル１′″，１″″に作用する衝撃又は振動の緩衝及
び減衰を生じさせる。追加の減衰及び／又は緩衝手段２３は、インサート要素１０，１３
，１６のうちの１つであるのが良く、或いは、変形例として、可撓的に圧縮可能な材料、
例えばフォームのインサートであっても良い。
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